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第 47 回日韓技術士国際会議は，2017 年 10
月 26 日（木）から 28 日（土）までの 3 日間，
韓国釜山広域市にあるロッテホテル釜山を主会場
に開催された。釜山は，古くから朝鮮半島と日本
とを結ぶ交通の要衝として栄えてきた港湾都市で
あり，首都ソウルに次ぐ韓国第 2 の都市として，
政治・経済・文化の面で重要な役割を担ってきた。
韓国主要都市中で最も日本の近くに位置している。

今回の会議テーマは，「気候変化と自然災害へ
の挑戦と対応」である。日韓両国とも歴史的にも
様々な自然災害に苦しめられてきたが，昨今の気
候変化の影響でそれらの被害規模がさらに甚大な
ものになってきており，災害対策は両国の技術士
にとっても喫緊の課題である。

日本では秋の長雨や台風の影響が続いていたが，
大会期間中の釜山地方はそれらが嘘のような秋空
の下，3日間の日程を滞りなく終えることができた。

参加者数（技術士，事務局）は，日本から 105
名（同伴者含め 112 名），韓国から 136 名（160
名）であった。
■プレイベント（10 月 26 日 午後）

第 11 回 日韓女性技術士交流会

第 13 回 日韓技術士親善サッカー大会

両国会長，委員長夕食会

第 11 回女性技術士
交流会は，日本 8 名，
韓国 16 名の参加を得
て開かれた。両国活動
報告，両国からの論文
発表など 2 時間を超
える内容の濃い会合の後，参加者で会食を行った。

第 13 回親善サッカー大会は，釜山アシアード
補助競技場で開催された。日本選手は移動の疲れ
も見せずに奮戦し，白熱した好ゲームが展開され
たが，結果は 0-2 で日本側が惜敗した。交流会
では双方が健闘を称えあった。

■式典・全体会議（10 月 27 日 9 時～12 時）
開会に先立ち韓国側鄭昞琡 ･ 李康鎬顧問，日本

側本田尚士顧問の逝去を追悼し黙祷が行われた。
式典では両国会長による式辞に続き，来賓から

の祝辞を頂いた。釜山広域徐秉洙市長（副市長代
読）からは「釜山で意義深い国際会議が開かれ，
両国の目標が実現されることを期待します」と歓
迎の言葉が述べられた。また，基調報告が両国委
員長からなされた。その後，両国からの会議テー
マに基づく基調講演と討議が行われた。地域特別
講演として釜山広域市についての講演がなされた。
両国会長挨拶 金在權（韓国）　高木茂知（日本）
両国委員長報告 李康建（韓国）　室中善博（日本）

合同会議および
討論会

韓国：「災難の国際化と技術士の役割」
尹錫龍（土木 構造）
日本：「気候変化と自然災害への挑戦と対応」
須賀幸一（建設／総合）

地域特講
「人と技術，文化で隆盛する Dynamic 釜山」
釜山広域市都市開発室長　金仁煥

■分科会（10 月 27 日 13 時～17 時）
午後 6 つの分科会を開催。逐次通訳（第 6 分

科会は英語発表）を交えて，36 名の日韓技術士
（日本 16 名・韓国 20 名）が発表し，活発な討
議が行われた。

写真 3　会長挨拶

第 47 回日韓技術士国際会議（釜山）報告
A Report on the 47th Japan-Korea Professional Engineers International Conference in Busan

報　　告

写真 1　女性技術士交流会

写真 2　日韓親善サッカー大会
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第 1 分科会　国土・資源・エネルギー・食品
� 座長：李俊馥　　共同座長：小田切明広
韓国：「韓国の温室効果ガス減縮強化施策とエネルギー融合技術情報
プラットフォームサービス事例考察」金光鎬（空調冷凍機械／産業機
械設備），「自然災害と都市基本計画－釜山広域市の気候変化対応のた
めの都市計画的努力」李承憙（都市計画），「韓国の山火事発生動向と
復元技術発展」林柱勲（山林），「国内最大規模の洪水調節ダム，漢灘
江ダム」朴奉鎭（水資源開発）
日本：「核分裂エネルギー技術への向き合い方」井上祥一郎（建設／
上下水道／衛生工学／農業／森林／水産／環境／応用理学），「膜分離
による CO2 除去技術の動向」有田貞一（機械）
第 2 分科会　建設・安全・防災・危機管理
� 座長：朴泰熙　　共同座長：須賀幸一
韓国：「老朽下水管路整備と維持管理の重要性」李鍾卓（上下水道），「乾
燥空気送気による懸垂橋メインケーブル安全管理適用事例」金永國（建
設安全），「工芸術人文学が融合成長した韓国の火花祝祭行事」安明碩

（火薬類管理），「固定燃焼の BM 係数開発方法論検討と非衛生埋立地
のガス測定と温室効果ガス量計算」沈範輔（廃棄物処理）
日本：「地盤災害に近づく生活の場」上野将司（建設／応用理学）， 

「役立つ地盤リスクの知識と訴訟対応」稲垣秀輝（建設／森林／応用
理学／総合）
第 3 分科会　技術者倫理・資格・教育・環境
� 座長：李芝衡　　共同座長：金仁周
韓国：「環境影響評価葛藤管理改善方法」南宮兄（自然環境管理），「急
変する建設分野周辺調査を通じた未来技術人の要求資質」鄭然求（建
築電氣設備），「都市災難危険管理に対する革新的な技術適用」洪淳明

（廃棄物処理）
日本：「男女共同参画の実践 2」飯島玲子（建設／総合），「技術者倫
理の実践」橋本義平（情報工学），「技術士法人による事故調査業務」
佐藤国仁（機械／総合）
第 4 分科会　電気・電子・情報・通信・機械
� 座長：金泰桓　　共同座長：星俊臣
韓国：「価値工学の活用方向と VE 活動事例分析」姜寅求（建築機械
設備），「大型プロジェクトにおける情報通信と他分野のインターフエ
ース」金泰桓（情報通信），「軽油自動車用 SCR 清掃に関する研究」
金炯俊（産業機械設備／車輛）
日本：「最新 BIM 技術を用いた建築設計手法とその課題」廣瀬由紀（情
報工学），「空港手荷物搬送への新しい仕組みの導入と効果」間中康幸

（機械）
第 5 分科会　新技術・新工法・第 4 次産業革命
� 座長：李文載　　共同座長：時合健生
韓国：「清浄火力発電のための Hybrid Sludge 燃料化技術」文鏘洙，

（建築安全／建築施工／建築品質試験）「4 次産業革命と技術士の未来
vision」朴浩慶（土木施工／道路 ･ 空港），「Hyper-Connected 超
音波水道メーターと超音波ガスメーター技術」李喆鎬（産業計測制御）
日本：「電子ペーパーの災害・防災用サイネージへの応用」前田秀一

（化学／総合），「日本農業における『付加価値化』の流れに関する考察」
今野徹（農業），「法工学概論のすすめ」平野輝美（化学）
第 6 分科会　英語発表� 座長：金永川　　共同座長：室中善博
韓国：「The World Peace Island U.N.C.T」，柳忠鉉（都市計劃），

「Communication Networks for Charging and Discharging 
Electric Vehicles in Smart Grid」金永川（コンピュータシステ
ム應用），「Technology Sharing of CT Test Results between 
Industries」池文鶴（建築機械設備／消防）
日本：「Japanese Aerospace Industry」田島暎久（航空 ･ 宇宙），

「The Impacts of Long-term Climate Change on Aquatic En-
vironment and Challenge to Overcome Those Impacts」小松
英司（環境），「A Humane Approach to Disaster Restoration」
増子邦宏（建設／応用理学／総合），「Pros and Cons about CO2 
Reduction Program」室中善博（環境）

■ポスター展示（10 月 27 日 9 時～21 時）
本会議場入口前のスペースにおいて，両国技術

士によるポスター展示が行われた。展示数は3点。
■レディースコース
　（10 月 27 日 9 時～16 時 10 分）

日韓併せて 32 名が参加し，龍宮寺，冬栢島を

観光した後に昼食，午後は広安大橋，釜山港大橋
を経てチャガルチ魚市場，国際市場で買い物を楽
しんだ。
■‌�親善晩餐会 
（10 月 27 日 18 時 30 分～21 時 30 分）
クリスタルボールルームにて，親善晩餐会が開

催された。両国技術士会会長，道上尚史在釜山日
本国総領事の挨拶に続き，韓国技術士会長から日
本側技術士（吉田克己氏，須賀幸一氏，内村好氏）
に国際貢献賞が授与された。また，サッカー試合
で勝利した韓国チームと両国の MVP に記念品が
渡された。李庭満顧問（韓国技術士会）の乾杯の
後，歓談に移った。韓国伝統舞踊があでやかに披
露され，参加者に配られた扇を持って踊りの列が
会場一杯に拡がった。続いて次回開催地の神戸市
の紹介と歓迎の言葉が熱く伝えられた。終りに，
恒例の両国女性陣が舞台上でコーラスを披露し，
来年の再会を誓い合った。

■研修視察（10 月 28 日 9 時～14 時）
最初に，加羅国および金海金氏の始祖である首

露の王陵を訪れ，古代朝鮮半島の歴史の一端に触
れた。その後，洛東江河口エコセンターを訪問し，
洛東江河口の生態系保全・管理と啓蒙活動の現状
を視察した。この地（乙淑島）は天然記念物に指
定されていたが，1980 年代以降の開発事業に
より，葦原が毀損され渡り鳥が急減するなど生態
系が破壊された。その後の復元事業により，かつ
ての自然が回復されつつあるということだった。

日韓技術士交流委員会　副委員長　廣瀬由紀

写真 4　晩餐会

写真 5　研修視察


